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１．新洲本市総合計画の策定体制
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２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 



 
 

資料編 2 

１．新洲本市総合計画の策定体制

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①洲本市総合基本計画審議会（学識経験者・関係行政機関職員・市職員）

部
会
（

１
０
人
以
内
）

部
会
（

１
０
人
以
内
）

臨
時
委
員
（

若
干
名
）

専
門
委
員
（

若
干
名
）

②洲本市総合計画策定会議（副市長・理事・部長・次長級）

③洲本市総合計画策定主任者会（課長級）

専
門
部
会
①
　
行
財
政
部
会

専
門
部
会
②
　
都
市
・
建
設
部
会

専
門
部
会
③
　
市
民
・
生
活
部
会

専
門
部
会
④
　
産
業
・
観
光
部
会

専
門
部
会
⑤
　
教
育
部
会

専
門
部
会
⑥
　
福
祉
部
会

幹
事
（

２
０
人
以
内
）

　
　
→

　
市
職
員
か
ら
市
長
が
任
命

　
　
　
　
（

一

部

の

職

員

は

①

②

兼

務
）

←

庁
外
の
組
織

→

←

庁

内

の

組

織

→

 
 

資料編 3 

資

料

編 
  

 
 

  
  

  
  

  
  

２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 

 
 

資料編 3 

資

料

編 
  

 
 

  
  

  
  

  
  

２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 



 
 

資料編 4 

３．洲本市総合基本計画審議会条例

 

○洲本市総合基本計画審議会条例 

平成18年２月11日条例第15号 

改正

平成18年12月21日条例第274号 

平成19年３月28日条例第１号 

平成29年12月８日条例第26号 

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づき、洲本市総合基

本計画審議会（以下「審議会」という。）を設置する。 

（目的及び所掌事務） 

第２条 審議会は、本市における総合的かつ計画的な行政の円滑な運営を図るため、市長の諮問に

応じ、次に掲げる事項について審議する。 

(１) 本市の基本構想に関すること。 

(２) 前号に基づく基本計画に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項に関すること。

（組織） 

第３条 審議会は、次に掲げる者のうちから市長が任命し、又は委嘱する委員をもって組織する。 

(１) 学識経験のある者 10人以内 

(２) 関係行政機関の職員 ５人以内 

(３) 市の職員（市長を除く。） ５人以内 

２ 前項の規定により任命又は委嘱される委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

３ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（臨時委員及び専門委員） 

第４条 審議会に、特別の事項を調査審議させるため、必要があるときは、臨時委員若干人を置く

ことができる。 

２ 審議会に、専門の事項を調査させるため、必要があるときは、専門委員若干人を置くことがで

きる。 
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３ 臨時委員及び専門委員は、市長が任命又は委嘱する。 

４ 臨時委員は、当該特別の事項に関する調査審議が終了したとき、専門委員は、当該事項に関す

る調査が終了したときは、解任又は解嘱されるものとする。 

（会長） 

第５条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によって、これを定める。 

２ 会長は、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を行う。 

（会議） 

第６条 審議会は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員及び議事に関係のある臨時委員の２分の１以上が出席しなければ、会議を開く

ことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数をもって決し、可否同

数のときは、会長の決するところによる。 

（幹事） 

第７条 審議会に、審議会の事務を処理するために、幹事20人以内を置く。 

２ 幹事は、洲本市副市長、洲本市教育長及び市職員のうちから市長が任命する。 

３ 幹事は、会長の命を受け会務を処理する。 

（庶務） 

第８条 審議会の庶務は、企画情報部企画課において処理する。 

（委員の代理） 

第９条 第３条第１項第２号及び第３号に掲げる委員は、あらかじめ市長の承諾を得た場合は、そ

の所属行政機関の職員（以下「代理人」という。）をして、その職務を代理させることができる。

この場合、代理人は、委員とみなす。 

（委任） 

第 条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則

この条例は、平成18年２月11日から施行する。 

附 則（平成18年12月21日条例第274号抄） 

（施行期日） 
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２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 
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第１条 この条例は、平成19年４月１日から施行する。（後略） 

（収入役に関する経過措置） 

第２条 第２条の規定による改正後の洲本市総合基本計画審議会条例の規定の適用については、収

入役がその任期中に限り、なお従前の例により在職する場合は、同条例第７条第２項中「、洲本

市副市長」とあるのは、「、洲本市副市長、洲本市収入役」とする。 

附 則（平成19年３月28日条例第１号） 

この条例は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年12月８日条例第26号） 

この条例は、公布の日から施行し、改正後の洲本市総合基本計画審議会条例の規定は、平成29年

11月１日から適用する。 
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４．諮問書

 
 

洲 企 第 ４１８ 号 
平成２９年１２月２２日 

 
 
洲本市総合基本計画審議会 
会長 鈴木 克彦様 

 
 

洲本市長 竹内 通弘 
 
 

洲本市総合計画について（諮問） 
 
 
 洲本市総合基本計画審議会条例（平成１８年条例第１５号）第２条に基づき、洲本市総合計画に

ついて、貴審議会の調査、審議を求めます。 
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第１条 この条例は、平成19年４月１日から施行する。（後略） 

（収入役に関する経過措置） 

第２条 第２条の規定による改正後の洲本市総合基本計画審議会条例の規定の適用については、収

入役がその任期中に限り、なお従前の例により在職する場合は、同条例第７条第２項中「、洲本

市副市長」とあるのは、「、洲本市副市長、洲本市収入役」とする。 

附 則（平成19年３月28日条例第１号） 

この条例は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年12月８日条例第26号） 

この条例は、公布の日から施行し、改正後の洲本市総合基本計画審議会条例の規定は、平成29年

11月１日から適用する。 
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４．諮問書

 
 

洲 企 第 ４１８ 号 
平成２９年１２月２２日 

 
 
洲本市総合基本計画審議会 
会長 鈴木 克彦様 

 
 

洲本市長 竹内 通弘 
 
 

洲本市総合計画について（諮問） 
 
 
 洲本市総合基本計画審議会条例（平成１８年条例第１５号）第２条に基づき、洲本市総合計画に

ついて、貴審議会の調査、審議を求めます。 
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２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 
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５．答申書

 
平成 30年４月 26日 

 
 
洲本市長 竹内 通弘様 

 
 

洲本市総合基本計画審議会 
会 長 鈴木克彦 

 
 

新洲本市総合計画について（答申） 
 
 
 平成 29 年 12 月 22 日付け、洲企第 418 号で諮問のありました新洲本市総合計画について、

本審議会において慎重に審議しました結果、別添「新洲本市総合計画（案）」の通り、答申します。 
 なお、本審議会においては、答申をまとめる過程で様々な意見交換がなされましたが、総合計画

の策定及び展開にあたって、下記に留意すべき意見をまとめましたので、これらの意見を十分に尊

重いただき、まちづくりビジョンに掲げた『豊かな自然とやさしさあふれる暮らし共創都市・洲本』

の実現に向けて最善を尽くされるよう要望します。 
 

記 
 
 １．人口減少への対応 
 日本では人口減少が進み、少子高齢化は避けることができない局面となっておりますが、洲本市

が上記のまちづくりビジョンに掲げたまちづくりを進めるにあたり、現状及び課題を明確にし

た上で、戦略的な施策を展開されるよう検討されたい。 
 
 ２．「洲本ブランド」の確立 
 あまたある自治体の中で洲本市が光輝くため、多種多彩な地域資源を活用し、魅力の向上に努め

るとともに、「洲本ブランド」を確立されるよう検討されたい。 
 
 ３．誰もが住んでよかったと思えるまちづくりの推進 
 世界一の長寿社会が形成される一方で、「生きがい」をどう感じるのかが新たな課題として注目

されている。市民の誰もが自らの役割と他人との関わりを意識し、充実した人生を送れるよう

な環境づくりを検討されたい。 
以上  
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６．洲本市総合基本計画審議会委員名簿

 
 
平成 年度

（敬省略）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｎｏ 所 属 役 職 氏 名

１号委員（学識経験のある者） 10人

1 洲本市農業委員会 会長 富
ふう

　貴
き

　　　豊
ゆたか

2 洲本市漁業振興対策協議会 会長 竹
たけ

　岡
おか

　千
ち

　尋
ひろ

3 洲本商工会議所 会頭 木
きの

　下
した

　紘
こう

　一
いち

4 一般社団法人淡路島観光協会 会長 樫
かし

　本
もと

　文
ふみ

　昭
あき

5 社会福祉法人洲本市社会福祉協議会 会長 廣
ひろ

　地
ち

   タマヘ

6 洲本市連合町内会 会長 高
たか

　濱
はま

　義
よし

　尚
なお

7 洲本市子育てネットワーク推進協議会 会長 小
こ

　石
いし

　雅
まさ

　世
よ

8 特定非営利活動法人あわじFANクラブ 専務理事 赤
あか

　松
まつ

　清
きよ

　子
こ

9 特定非営利活動法人淡路島SPO支援センター 代表理事 李
り

　　　貫
かん

　一
いち

10 国立大学法人京都工芸繊維大学大学院 教授 鈴
すず

　木
き

　克
かつ

　彦
ひこ

２号委員（関係行政機関の職員） ５人

1 兵庫県淡路県民局県民交流室 室長 髙
たか

　野
の

　滋
しげ

　也
や

2 兵庫県淡路県民局洲本土木事務所 所長 土
ど

　江
え

　　　明
あきら

3 兵庫県淡路県民局洲本農林水産振興事務所 所長 小
こ

　林
ばやし

　孝
こう

　司
じ

4 兵庫県淡路県民局洲本土地改良事務所 所長 川
かわ

　口
ぐち

　義
よし

　人
と

5 兵庫県淡路県民局洲本健康福祉事務所 所長 鷲
す

　見
み

　　　宏
ひろし

３号委員（市の職員） ５人

1 洲本市 副市長 濱
はま

　田
だ

　育
やす

　孝
たか

2 洲本市 副市長（五色地域担当） 森
もり

　屋
や

　康
やす

　弘
ひろ

3 洲本市 教育長 河
かわ

　上
かみ

　和
かず

　慶
よし

4 洲本市 理事兼財務部長 川
かわ

　井
い

　史
よし

　彦
ひこ

5 洲本市 総務部長 前
まえ

　田
だ

　裕
ゆう

　司
じ
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５．答申書

 
平成 30年４月 26日 

 
 
洲本市長 竹内 通弘様 

 
 

洲本市総合基本計画審議会 
会 長 鈴木克彦 

 
 

新洲本市総合計画について（答申） 
 
 
 平成 29 年 12 月 22 日付け、洲企第 418 号で諮問のありました新洲本市総合計画について、

本審議会において慎重に審議しました結果、別添「新洲本市総合計画（案）」の通り、答申します。 
 なお、本審議会においては、答申をまとめる過程で様々な意見交換がなされましたが、総合計画

の策定及び展開にあたって、下記に留意すべき意見をまとめましたので、これらの意見を十分に尊

重いただき、まちづくりビジョンに掲げた『豊かな自然とやさしさあふれる暮らし共創都市・洲本』

の実現に向けて最善を尽くされるよう要望します。 
 

記 
 
 １．人口減少への対応 
 日本では人口減少が進み、少子高齢化は避けることができない局面となっておりますが、洲本市

が上記のまちづくりビジョンに掲げたまちづくりを進めるにあたり、現状及び課題を明確にし

た上で、戦略的な施策を展開されるよう検討されたい。 
 
 ２．「洲本ブランド」の確立 
 あまたある自治体の中で洲本市が光輝くため、多種多彩な地域資源を活用し、魅力の向上に努め

るとともに、「洲本ブランド」を確立されるよう検討されたい。 
 
 ３．誰もが住んでよかったと思えるまちづくりの推進 
 世界一の長寿社会が形成される一方で、「生きがい」をどう感じるのかが新たな課題として注目

されている。市民の誰もが自らの役割と他人との関わりを意識し、充実した人生を送れるよう

な環境づくりを検討されたい。 
以上  
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６．洲本市総合基本計画審議会委員名簿

 
 
平成 年度

（敬省略）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｎｏ 所 属 役 職 氏 名

１号委員（学識経験のある者） 10人

1 洲本市農業委員会 会長 富
ふう

　貴
き

　　　豊
ゆたか

2 洲本市漁業振興対策協議会 会長 竹
たけ

　岡
おか

　千
ち

　尋
ひろ

3 洲本商工会議所 会頭 木
きの

　下
した

　紘
こう

　一
いち

4 一般社団法人淡路島観光協会 会長 樫
かし

　本
もと

　文
ふみ

　昭
あき

5 社会福祉法人洲本市社会福祉協議会 会長 廣
ひろ

　地
ち

   タマヘ

6 洲本市連合町内会 会長 高
たか

　濱
はま

　義
よし

　尚
なお

7 洲本市子育てネットワーク推進協議会 会長 小
こ

　石
いし

　雅
まさ

　世
よ

8 特定非営利活動法人あわじFANクラブ 専務理事 赤
あか

　松
まつ

　清
きよ

　子
こ

9 特定非営利活動法人淡路島SPO支援センター 代表理事 李
り

　　　貫
かん

　一
いち

10 国立大学法人京都工芸繊維大学大学院 教授 鈴
すず

　木
き

　克
かつ

　彦
ひこ

２号委員（関係行政機関の職員） ５人

1 兵庫県淡路県民局県民交流室 室長 髙
たか

　野
の

　滋
しげ

　也
や

2 兵庫県淡路県民局洲本土木事務所 所長 土
ど

　江
え

　　　明
あきら

3 兵庫県淡路県民局洲本農林水産振興事務所 所長 小
こ

　林
ばやし

　孝
こう

　司
じ

4 兵庫県淡路県民局洲本土地改良事務所 所長 川
かわ

　口
ぐち

　義
よし

　人
と

5 兵庫県淡路県民局洲本健康福祉事務所 所長 鷲
す

　見
み

　　　宏
ひろし

３号委員（市の職員） ５人

1 洲本市 副市長 濱
はま

　田
だ

　育
やす

　孝
たか

2 洲本市 副市長（五色地域担当） 森
もり

　屋
や

　康
やす

　弘
ひろ

3 洲本市 教育長 河
かわ

　上
かみ

　和
かず

　慶
よし

4 洲本市 理事兼財務部長 川
かわ

　井
い

　史
よし

　彦
ひこ

5 洲本市 総務部長 前
まえ

　田
だ

　裕
ゆう

　司
じ
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２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 
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平成 年度

（敬省略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｎｏ 所 属 役 職 氏 名

１号委員（学識経験のある者） 10人

1 洲本市農業委員会 会長 富
ふう

　貴
き

　　　豊
ゆたか

2 洲本市漁業振興対策協議会 会長 竹
たけ

　岡
おか

　千
ち

　尋
ひろ

3 洲本商工会議所 会頭 木
きの

　下
した

　紘
こう

　一
いち

4 一般社団法人淡路島観光協会 会長 樫
かし

　本
もと

　文
ふみ

　昭
あき

5 社会福祉法人洲本市社会福祉協議会 会長 廣
ひろ

　地
ち

   タマヘ

6 洲本市連合町内会 会長 高
たか

　濱
はま

　義
よし

　尚
なお

7 洲本市子育てネットワーク推進協議会 会長 小
こ

　石
いし

　雅
まさ

　世
よ

8 特定非営利活動法人あわじFANクラブ 専務理事 赤
あか

　松
まつ

　清
きよ

　子
こ

9 特定非営利活動法人淡路島SPO支援センター 代表理事 李
り

　　　貫
かん

　一
いち

10 国立大学法人京都工芸繊維大学大学院 教授 鈴
すず

　木
き

　克
かつ

　彦
ひこ

２号委員（関係行政機関の職員） ５人

1 兵庫県淡路県民局県民交流室 室長 髙
たか

　野
の

　滋
しげ

　也
や

2 兵庫県淡路県民局洲本土木事務所 所長 土
ど

　江
え

　　　明
あきら

3 兵庫県淡路県民局洲本農林水産振興事務所 所長 小
こ

　林
ばやし

　孝
こう

　司
じ

4 兵庫県淡路県民局洲本土地改良事務所 所長 川
かわ

　口
ぐち

　義
よし

　人
と

5 兵庫県淡路県民局洲本健康福祉事務所 所長 鷲
す

　見
み

　　　宏
ひろし

３号委員（市の職員） ５人

1 洲本市 副市長 浜
はま

　辺
べ

　   　学
まなぶ

2 洲本市 副市長 上
うえ

　崎
さき

　勝
かつ

　規
のり

3 洲本市 教育長 本
ほん

　條
じょう

　滋
しげ

　人
と

4 洲本市 理事兼財務部長 中
なか

　野
の

　恭
やす

　典
のり

5 洲本市 総務部長 前
まえ

　田
だ

　裕
ゆう

　司
じ
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７．洲本市の現在と未来について考えるワークショップ

 
本計画の策定に際し、これから市を担っていく中学生・高校生の考えや意見・要望などについ

て発言していただく機会として、３つのテーマでワークショップを開催しました。 
 
■日時：平成 29年 12月 17日（日）午後２時から（休憩をはさんで３時間程度） 
■場所：洲本市役所４階 401・402会議室 
 

〈テーマ１：現在の洲本市について〉 

 
 
 
 
 
 
 
 

〈テーマ２：未来の洲本市について〉 

 
 
 
 
 
 

〈テーマ３：これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて〉 

 

◎淡路島（洲本市・淡路市・南あわじ市）全体の魅力（強み）や問題点（弱み）は

何だろう？ 
神戸市や大阪市などの大都市と比べて考えてみよう。 

◎洲本市の魅力（強み）や問題点（弱み）は何だろう？ 
淡路市や南あわじ市と比べて考えてみよう。 

 

◎洲本市が、現在よりもっともっと「暮らしやすいまち」になるためには、何が必

要だろう？どうすればよいだろう？ 

中学生・高校生のみんなが大人になって、洲本市で今よりももっと快適に暮らす

ためには、何が必要？または、何かをなくすべきかな？ 
 

◎たくさんの人が洲本市に興味・関心を持ってもらうためには、未来の洲本市像（洲

本市はこんなまちになりますよ）を伝えることが必要だよね。 
 そこで、まずは洲本市の未来、未来の洲本市をうまく表現できそうなキーワード

（単語・言葉）を考えてみよう！ 
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７．洲本市の現在と未来について考えるワークショップ

 
本計画の策定に際し、これから市を担っていく中学生・高校生の考えや意見・要望などについ

て発言していただく機会として、３つのテーマでワークショップを開催しました。 
 
■日時：平成 29年 12月 17日（日）午後２時から（休憩をはさんで３時間程度） 
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〈テーマ２：未来の洲本市について〉 

 
 
 
 
 
 

〈テーマ３：これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて〉 

 

◎淡路島（洲本市・淡路市・南あわじ市）全体の魅力（強み）や問題点（弱み）は

何だろう？ 
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淡路市や南あわじ市と比べて考えてみよう。 
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中学生・高校生のみんなが大人になって、洲本市で今よりももっと快適に暮らす

ためには、何が必要？または、何かをなくすべきかな？ 
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本市はこんなまちになりますよ）を伝えることが必要だよね。 
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２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 
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意見まとめ 

テーマ１ 現在の洲本市について

淡路島の良いところ 淡路島の悪いところ 洲本市の良いところ 洲本市の悪いところ

自然・環境

〇自然が豊か〇気候が良い

〇海が近い

食

〇食べ物がおいしい

〇食料自給率 ％以上

〇海や山の幸・農作物が多

い

観光

〇特産物が多い

〇“島”だから島外の人から

すると非日常感が味わえる

その他

〇国生みの島

〇島民全員が優しい

仕事・働く場所

〇仕事がない

〇大企業が少ない

交通

〇交通の便が悪い

〇道が狭い

〇バス代が高い

施設

〇娯楽施設がない

〇大学があまりない

〇街灯が少ない

その他

〇知名度が低い

〇淡路島って何？⇒「玉ね

ぎやろ～」の一択

中心地

〇イベントが多い（花火）

〇比較的人が集まりやすい

観光

〇城下町・温泉街

〇きれいな建物が多い

〇歴史あるものが残ってい

る

施設

〇飲食店・コンビニが多い

〇高校が多い

その他

〇治安がいい 〇のどか

交通

〇バスが少ない

〇バス代が高い

施設

〇遊ぶ場所がない

〇商店街がさびしい

観光

〇道の駅がない

〇特産物が少ない

その他

〇獣が多い⇒農作物が荒ら

される

〇マスコットキャラクター

がいない

〇魅力を発信していない

テーマ２ 未来の洲本市について

増やしたいもの 減らしたいもの 変えていきたいこと

〇施設・建物・遊ぶ場所・働く場所

〇公共交通機関・交通の利便性

〇人口・子ども 〇観光地・特産物

〇オリンピック新種目など他ではで

きないスポーツの練習施設を建て

る

〇文化・伝統の後継者を育てる

〇経済的負担（家賃・税金・バス

代等）

〇空き家・空き地・舗装されてい

ない道路

〇待機児童

〇 ・宣伝の強化（ふるさと納税のもっとイ

ンパクトのあるものにする等）

〇若い人たちの心

〇商店街を活気ある場所に

〇自然保護の活動をする

〇淡路島にある建物の耐震化を進める

 
テーマ３ これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

ドラクエ 方言 国生み神話 固有名詞 その他

〇ドラクエの生みの

親の生みの町

〇「スモトシ 」の

レベルを上げるの

はキミだ

〇べっちゃない

〇えっ洲本市知ら

へんの？

〇大学進学率けっ

こう高いんやで

〇国生みの島

〇日本、いや、世界

のはじまりの島

〇高田屋嘉兵

衛

〇しばえもん

〇なるが島

〇御食国

〇進む道も夢の地図も

〇自分たちの夢を実現できる町

〇 りやすい（りぶりやすい）

〇 下手なトコが愛おしい

〇食料自給率 ％実現可能な島

 

 

〇「なんもない」けど「なんかいい」いなかなんだもの すもと

〇ようこそ 花と緑の楽園へ 〇人情と活気あふれるまちへおかえりなさい

〇世界に一つだけの帰りたくなる町 〇「わぁ！なんだこの町は」そうだ、洲本市だ！！

〇自然、歴史、帰りたくなる笑顔の町 〇歴史あふれるレトロな町 〇未来への発展 人口 万人計画

〇愛と笑顔が溢れる玉ねぎ島 〇素敵な島人と出逢える洲本 〇自然の宝庫、御食国

〇未来へつなごう、希望の架橋 〇洲本にいればべっちゃない 〇食材探しはべっちゃない

〇 ！ ！ ！ 洲本！ 〇変幻自在 洲本シティー

〇○すばらしい一瞬を ○もっとたくさん ○とどけたい  

キャッチフレーズ一覧
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学校名：洲浜中学校  チーム名：洲浜中学校 

テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然が豊か

〇食べ物がおいしい

〇本州や四国へ行きやすい

〇瀬戸内海最大の島

〇観光業に力が入っている

〇交通の便が悪い（電車がない）

〇田舎が多い

〇大企業が少ない

〇街灯が少ない

〇流行が遅れている

洲本市
〇島まつりなどのイベントが多い

〇城下町

〇大きい温泉施設が少ない

〇駐車場がせまい→路上駐車が多い

テーマ２未来の洲本市について

など 環境保全 施設 補助（協力） その他

〇豊かな自然を島

外にアピール

〇特産品を

〇島外の人たちと

の接触を増やす

〇企業を進出させ

て阪神間から多

くの人が淡路島

に来るようにす

る

〇ゴミを減らす

〇自然を市が協力

して保護する

〇空き家を利用する

〇老人ホームを増やす

〇コンビニをもっと増やす

〇福祉施設を増やす

〇大型ショッピングモール

の建設

〇淡路島にある建物の耐震

化を進める

〇若い人も暮らしやすいよ

うに店などを増やす

〇危険な建物をなおす

〇遊園地などのテーマパー

クをつくり、多くの観光

客を呼べるようにする

〇使用していない施設を公

園などにする

〇体を動かせる施設を作る

→高齢者になっても元

気！！

〇お年寄りや幼い子

どもをよく見て、事

故などを防ぐ

〇お年寄りの人が車

がなくても買い物

に行けるようにす

るために、交通面で

助成する

〇流行を取り入れる

〇交通網を発達させ

る

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

平和 架橋 元気 挨拶 伝統 笑顔

安心安全 自然の宝庫 御食国 未来へつなぐ 信頼 海山

明朗 ぬくもり 優しさ 学力向上 希望 協力

栄光

 

〇自然の宝庫、御食国 

〇未来へつなごう、希望の架橋 
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意見まとめ 

テーマ１ 現在の洲本市について

淡路島の良いところ 淡路島の悪いところ 洲本市の良いところ 洲本市の悪いところ

自然・環境

〇自然が豊か〇気候が良い

〇海が近い

食

〇食べ物がおいしい

〇食料自給率 ％以上

〇海や山の幸・農作物が多

い

観光

〇特産物が多い

〇“島”だから島外の人から

すると非日常感が味わえる

その他

〇国生みの島

〇島民全員が優しい

仕事・働く場所

〇仕事がない

〇大企業が少ない

交通

〇交通の便が悪い

〇道が狭い

〇バス代が高い

施設

〇娯楽施設がない

〇大学があまりない

〇街灯が少ない

その他

〇知名度が低い

〇淡路島って何？⇒「玉ね

ぎやろ～」の一択

中心地

〇イベントが多い（花火）

〇比較的人が集まりやすい

観光

〇城下町・温泉街

〇きれいな建物が多い

〇歴史あるものが残ってい

る

施設

〇飲食店・コンビニが多い

〇高校が多い

その他

〇治安がいい 〇のどか

交通

〇バスが少ない

〇バス代が高い

施設

〇遊ぶ場所がない

〇商店街がさびしい

観光

〇道の駅がない

〇特産物が少ない

その他

〇獣が多い⇒農作物が荒ら

される

〇マスコットキャラクター

がいない

〇魅力を発信していない

テーマ２ 未来の洲本市について

増やしたいもの 減らしたいもの 変えていきたいこと

〇施設・建物・遊ぶ場所・働く場所

〇公共交通機関・交通の利便性

〇人口・子ども 〇観光地・特産物

〇オリンピック新種目など他ではで

きないスポーツの練習施設を建て

る

〇文化・伝統の後継者を育てる

〇経済的負担（家賃・税金・バス

代等）

〇空き家・空き地・舗装されてい

ない道路

〇待機児童

〇 ・宣伝の強化（ふるさと納税のもっとイ

ンパクトのあるものにする等）

〇若い人たちの心

〇商店街を活気ある場所に

〇自然保護の活動をする

〇淡路島にある建物の耐震化を進める

 
テーマ３ これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

ドラクエ 方言 国生み神話 固有名詞 その他

〇ドラクエの生みの

親の生みの町

〇「スモトシ 」の

レベルを上げるの

はキミだ

〇べっちゃない

〇えっ洲本市知ら

へんの？

〇大学進学率けっ

こう高いんやで

〇国生みの島

〇日本、いや、世界

のはじまりの島

〇高田屋嘉兵

衛

〇しばえもん

〇なるが島

〇御食国

〇進む道も夢の地図も

〇自分たちの夢を実現できる町

〇 りやすい（りぶりやすい）

〇 下手なトコが愛おしい

〇食料自給率 ％実現可能な島

 

 

〇「なんもない」けど「なんかいい」いなかなんだもの すもと

〇ようこそ 花と緑の楽園へ 〇人情と活気あふれるまちへおかえりなさい

〇世界に一つだけの帰りたくなる町 〇「わぁ！なんだこの町は」そうだ、洲本市だ！！

〇自然、歴史、帰りたくなる笑顔の町 〇歴史あふれるレトロな町 〇未来への発展 人口 万人計画

〇愛と笑顔が溢れる玉ねぎ島 〇素敵な島人と出逢える洲本 〇自然の宝庫、御食国

〇未来へつなごう、希望の架橋 〇洲本にいればべっちゃない 〇食材探しはべっちゃない

〇 ！ ！ ！ 洲本！ 〇変幻自在 洲本シティー

〇○すばらしい一瞬を ○もっとたくさん ○とどけたい  

キャッチフレーズ一覧
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学校名：洲浜中学校  チーム名：洲浜中学校 

テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然が豊か

〇食べ物がおいしい

〇本州や四国へ行きやすい

〇瀬戸内海最大の島

〇観光業に力が入っている

〇交通の便が悪い（電車がない）

〇田舎が多い

〇大企業が少ない

〇街灯が少ない

〇流行が遅れている

洲本市
〇島まつりなどのイベントが多い

〇城下町

〇大きい温泉施設が少ない

〇駐車場がせまい→路上駐車が多い

テーマ２未来の洲本市について

など 環境保全 施設 補助（協力） その他

〇豊かな自然を島

外にアピール

〇特産品を

〇島外の人たちと

の接触を増やす

〇企業を進出させ

て阪神間から多

くの人が淡路島

に来るようにす

る

〇ゴミを減らす

〇自然を市が協力

して保護する

〇空き家を利用する

〇老人ホームを増やす

〇コンビニをもっと増やす

〇福祉施設を増やす

〇大型ショッピングモール

の建設

〇淡路島にある建物の耐震

化を進める

〇若い人も暮らしやすいよ

うに店などを増やす

〇危険な建物をなおす

〇遊園地などのテーマパー

クをつくり、多くの観光

客を呼べるようにする

〇使用していない施設を公

園などにする

〇体を動かせる施設を作る

→高齢者になっても元

気！！

〇お年寄りや幼い子

どもをよく見て、事

故などを防ぐ

〇お年寄りの人が車

がなくても買い物

に行けるようにす

るために、交通面で

助成する

〇流行を取り入れる

〇交通網を発達させ

る

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

平和 架橋 元気 挨拶 伝統 笑顔

安心安全 自然の宝庫 御食国 未来へつなぐ 信頼 海山

明朗 ぬくもり 優しさ 学力向上 希望 協力

栄光

 

〇自然の宝庫、御食国 

〇未来へつなごう、希望の架橋 
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２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 
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学校名：青雲中学校  チーム名：チーム青雲 

 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇おいしいものが多い

〇自然が豊か

〇海が近い

〇島民全員が優しい

〇国生みの島

〇伝統行事が多い

〇交通網が発達していない（電車・新幹線）

〇働く場所がない

〇人口が少ない

〇少子高齢化

〇スポーツ施設・娯楽施設が少ない

洲本市

〇淡路の中で一番発達している

〇祭りが多い

〇歴史あるものが残っている

〇淡路島の中心施設がある

〇遊ぶ場所や大きなテーマパークがない

〇農業が他と比べて盛んではない

〇道の駅がない

テーマ２未来の洲本市について

〇電車開通

〇空港

〇新幹線

〇和歌山と橋を

つなぐ

〇商店街のお店

を開く

〇工場

〇大企業

〇遊園地

〇ショッピング

モール

〇ゴミ拾い

〇新しい農家を

呼ぶ

〇呼びかけ

〇大学

〇スクールバス

〇高級住宅街

〇高級住宅街 〇インスタ映え 〇地域アイドル 〇目安箱

〇募金活動

〇老人ホーム

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

ドラクエ 国際的都市 淡路 洲本 国生みの島 しばえもん

人形浄瑠璃 自然 優しい リゾート 御食国 震災復興

海 べっちゃない さわら 菜の花 交流

 

〇洲本にいればべっちゃない 

〇食材探しはべっちゃない 
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学校名：由良中学校  チーム名：“ユラ” 

 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然が豊か

〇食料が豊富

〇気候が良い

〇映画などを楽しめる所が無い

〇人口が少ない

〇職が少ない

〇交通手段が少ない

洲本市
〇イベントが多い

〇地元の食材を生かした行事が行われる（由良）

〇イベントに若い人があまり参加しない

〇交通整備が不十分（由良）

テーマ２未来の洲本市について

増やしたいもの 減らしたいもの 変えていきたいもの 必要なもの

〇蛍光灯

〇株式会社などの企業

〇人々が参加したくなるよ

うなイベント

〇ユニバーサルデザイン

〇自然を生かしたイベント

〇人口

〇楽しめる場所（映画館）

〇信号機

〇壊れかけの家

〇舗装されていない道路

〇古い建物

〇無駄な土地

〇交通網

〇港

〇若い人たちの心

〇受動喫煙を防ぐための

〇ショッピングモール

〇空港

〇電車

〇自然保護の活動

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

豊かな自然を活

かす

ビックリぎょう

てん

愛 人々の心 世界に一つだけ

の

新しい

りやすい（り

ぶりやすい）

安全 自然を生かした

町

想いをつなぐ 帰りたくなる故

郷

住みやすい

自分たちの夢を

実現できる町

若さあふれる 笑顔 独特 最高 心に残る

日本一の町にす

る

進む道も夢の地

図も

未知の世界 夢 アレンジ 未来へ

自然 インスタ映え へ

…

観光客 希望 こせい

パーフェクト 良い島

 

〇世界に一つだけの帰りたくなる町 

〇「わぁ！なんだこの町は」 そうだ、洲本市だ！！ 
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学校名：青雲中学校  チーム名：チーム青雲 

 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇おいしいものが多い

〇自然が豊か

〇海が近い

〇島民全員が優しい

〇国生みの島

〇伝統行事が多い

〇交通網が発達していない（電車・新幹線）

〇働く場所がない

〇人口が少ない

〇少子高齢化

〇スポーツ施設・娯楽施設が少ない

洲本市

〇淡路の中で一番発達している

〇祭りが多い

〇歴史あるものが残っている

〇淡路島の中心施設がある

〇遊ぶ場所や大きなテーマパークがない

〇農業が他と比べて盛んではない

〇道の駅がない

テーマ２未来の洲本市について

〇電車開通

〇空港

〇新幹線

〇和歌山と橋を

つなぐ

〇商店街のお店

を開く

〇工場

〇大企業

〇遊園地

〇ショッピング

モール

〇ゴミ拾い

〇新しい農家を

呼ぶ

〇呼びかけ

〇大学

〇スクールバス

〇高級住宅街

〇高級住宅街 〇インスタ映え 〇地域アイドル 〇目安箱

〇募金活動

〇老人ホーム

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

ドラクエ 国際的都市 淡路 洲本 国生みの島 しばえもん

人形浄瑠璃 自然 優しい リゾート 御食国 震災復興

海 べっちゃない さわら 菜の花 交流

 

〇洲本にいればべっちゃない 

〇食材探しはべっちゃない 
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学校名：由良中学校  チーム名：“ユラ” 

 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然が豊か

〇食料が豊富

〇気候が良い

〇映画などを楽しめる所が無い

〇人口が少ない

〇職が少ない

〇交通手段が少ない

洲本市
〇イベントが多い

〇地元の食材を生かした行事が行われる（由良）

〇イベントに若い人があまり参加しない

〇交通整備が不十分（由良）

テーマ２未来の洲本市について

増やしたいもの 減らしたいもの 変えていきたいもの 必要なもの

〇蛍光灯

〇株式会社などの企業

〇人々が参加したくなるよ

うなイベント

〇ユニバーサルデザイン

〇自然を生かしたイベント

〇人口

〇楽しめる場所（映画館）

〇信号機

〇壊れかけの家

〇舗装されていない道路

〇古い建物

〇無駄な土地

〇交通網

〇港

〇若い人たちの心

〇受動喫煙を防ぐための

〇ショッピングモール

〇空港

〇電車

〇自然保護の活動

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

豊かな自然を活

かす

ビックリぎょう

てん

愛 人々の心 世界に一つだけ

の

新しい

りやすい（り

ぶりやすい）

安全 自然を生かした

町

想いをつなぐ 帰りたくなる故

郷

住みやすい

自分たちの夢を

実現できる町

若さあふれる 笑顔 独特 最高 心に残る

日本一の町にす

る

進む道も夢の地

図も

未知の世界 夢 アレンジ 未来へ

自然 インスタ映え へ

…

観光客 希望 こせい

パーフェクト 良い島

 

〇世界に一つだけの帰りたくなる町 

〇「わぁ！なんだこの町は」 そうだ、洲本市だ！！ 
  

 
 

資料編 3 

資

料

編 
  

 
 

  
  

  
  

  
  

２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 



 
 

資料編 16 

学校名：安乎中学校  チーム名：～KIBOUDAI～ 
 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然が豊か

〇食べ物が美味い

〇特産物が多い

〇年中行事が多い

〇お店が少ない

〇人口が少ない

〇街灯が少ない

〇交通の便が悪い

〇働くところがない

〇車がないと不便

洲本市

〇イベントが多い

〇飲食店が多い

〇コンビニが多い

〇商店街に活気がない

〇バス代が高い

〇有名な観光名所が少ない

テーマ２未来の洲本市について

生活 教育 交通 災害 職業 その他

〇お店を増やす

〇ショッピング

モールを作る

〇公園を作る

〇大学をつくる

〇大学を増やす

〇保育所

〇安乎中学校

〇タブレットを

使った授業

〇街灯を増やす

〇バス代を安く

する

〇信号機を増や

す

〇堤防を高くす

る

〇地震に強い市

〇企業を呼び込

む

〇働ける場所を

増やす

〇税金を減らす

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

安全 安心 発展 優しい 特産物 帰りたい町

自然 海 歴史 観光名所 食 未来

人口約４万人 地域 レトロ イベント 楽しい

笑顔 若者

 

〇自然、歴史、帰りたくなる笑顔の町 

〇歴史あふれるレトロな町 

〇未来への発展 人口10万人計画 
  

 
 

資料編 17 

資

料

編 
  

 
 

  
  

  
  

  
  

学校名：五色中学校  チーム名：GOSHIKI 

 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然豊か

〇食べ物がおいしい

〇伝統がたくさんある

〇電車がない

〇働く場所が少ない

〇高齢者が多い

〇淡路島って何？⇒「玉ねぎやろ～」の一択

洲本市

〇自然が豊か

〇スポーツが盛ん

〇きれいな建物が多い

〇人が集まるイベントをしている（島まつり・洲本マ

ラソンなど）

〇バスが少ない

〇街灯が少ない⇒危ない

〇獣が多い⇒農作物があらされる

〇これといった洲本市の特産物がない

〇空き家・空き地が整備されていない

〇観光名所が少ない

テーマ２未来の洲本市について

公共施設 交通 人を集める方策 文化・伝統

〇働く場所

〇市営住宅地を増やす

〇老人ホームを増やす

〇公園を増やす

〇大学をつくる

〇病院

〇大型店

〇街灯を多くする

〇道の整備

〇バスを多くする

〇大阪をつなぐ橋

〇洲本市の特産物

〇空き家・空き地を観光で

きるように

〇ふるさと納税のもっとイ

ンパクトのあるものにす

る

〇自然を活かした観光名所

〇イベント

〇もっと する

〇特産品を売りだす

〇後継者も育てる

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

国生み 優しさ まち 衣食住 高田屋嘉兵衛 緑

おかえりなさい 思いやり 自然 活気 古民家 伝統

産業 レトロ 人情 景色 スポーツ さわら

楽園 花 ようこそ

 

〇ようこそ 花と緑の楽園へ 

〇人情と活気あふれるまちへおかえりなさい 

〇○すばらしい一瞬を  

○も っとたくさん  

○と どけたい 
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学校名：安乎中学校  チーム名：～KIBOUDAI～ 
 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然が豊か

〇食べ物が美味い

〇特産物が多い

〇年中行事が多い

〇お店が少ない

〇人口が少ない

〇街灯が少ない

〇交通の便が悪い

〇働くところがない

〇車がないと不便

洲本市

〇イベントが多い

〇飲食店が多い

〇コンビニが多い

〇商店街に活気がない

〇バス代が高い

〇有名な観光名所が少ない

テーマ２未来の洲本市について

生活 教育 交通 災害 職業 その他

〇お店を増やす

〇ショッピング

モールを作る

〇公園を作る

〇大学をつくる

〇大学を増やす

〇保育所

〇安乎中学校

〇タブレットを

使った授業

〇街灯を増やす

〇バス代を安く

する

〇信号機を増や

す

〇堤防を高くす

る

〇地震に強い市

〇企業を呼び込

む

〇働ける場所を

増やす

〇税金を減らす

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

安全 安心 発展 優しい 特産物 帰りたい町

自然 海 歴史 観光名所 食 未来

人口約４万人 地域 レトロ イベント 楽しい

笑顔 若者

 

〇自然、歴史、帰りたくなる笑顔の町 

〇歴史あふれるレトロな町 

〇未来への発展 人口10万人計画 
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資

料

編 
  

 
 

  
  

  
  

  
  

学校名：五色中学校  チーム名：GOSHIKI 

 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然豊か

〇食べ物がおいしい

〇伝統がたくさんある

〇電車がない

〇働く場所が少ない

〇高齢者が多い

〇淡路島って何？⇒「玉ねぎやろ～」の一択

洲本市

〇自然が豊か

〇スポーツが盛ん

〇きれいな建物が多い

〇人が集まるイベントをしている（島まつり・洲本マ

ラソンなど）

〇バスが少ない

〇街灯が少ない⇒危ない

〇獣が多い⇒農作物があらされる

〇これといった洲本市の特産物がない

〇空き家・空き地が整備されていない

〇観光名所が少ない

テーマ２未来の洲本市について

公共施設 交通 人を集める方策 文化・伝統

〇働く場所

〇市営住宅地を増やす

〇老人ホームを増やす

〇公園を増やす

〇大学をつくる

〇病院

〇大型店

〇街灯を多くする

〇道の整備

〇バスを多くする

〇大阪をつなぐ橋

〇洲本市の特産物

〇空き家・空き地を観光で

きるように

〇ふるさと納税のもっとイ

ンパクトのあるものにす

る

〇自然を活かした観光名所

〇イベント

〇もっと する

〇特産品を売りだす

〇後継者も育てる

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

国生み 優しさ まち 衣食住 高田屋嘉兵衛 緑

おかえりなさい 思いやり 自然 活気 古民家 伝統

産業 レトロ 人情 景色 スポーツ さわら

楽園 花 ようこそ

 

〇ようこそ 花と緑の楽園へ 

〇人情と活気あふれるまちへおかえりなさい 

〇○すばらしい一瞬を  

○も っとたくさん  

○と どけたい 
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資
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２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 
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学校名：柳学園中学校・高等学校  チーム名：チーム柳学園 

テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然が豊か

〇食べ物がおいしい

〇つながりが深い

〇歴史がたくさんある

〇自転車・マラソンコースに最適

〇食料自給率が ％以上

〇人口減少

〇交通の便が悪い

〇活気が少ない

〇働く場所が少ない

〇娯楽施設が少ない

〇地名度が低い

洲本市

〇魅力が多い（例：花火）

〇発展している

〇高校が多い

〇のどか

〇観光地が少ない（他の市にとられている）

〇特産物が少ない（他の市は多い）

〇人口減少（例：学童保育が少ない

教育機関が少ない（学校統合））

〇マスコットキャラクターがいない

〇魅力を発信していない

テーマ２未来の洲本市について

観光地 仕事 施設 食 その他 人

人口増加に

向けて変え

たいもの

交通

〇観光地

〇観光スポ

ット

〇働く場所

〇職場

〇会社

〇職業

〇娯楽施設

〇スポーツ

ジム

〇ショッピ

ングモー

ル

〇店

〇食

〇特産物

〇発信

〇イベント

〇マスコッ

トキャラ

クター

〇人口

〇人

〇子ども

〇地域どう

しのつな

がり

〇子育て環

境

〇教育機関

〇

〇バスの便

数

〇交通手段

〇交通料金

減

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

未来 冒険 情熱 変幻自在 無色 笑顔

活気 なるが島 花火 洲本域 ため池 海

進化

 

〇Challenge！Change！Chance！ 洲本！ 

〇変幻自在 洲本シティー 
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資

料
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学校名：洲本高等学校  チーム名：Be Prepared～さぁ来い、準備はできている～ 

テーマ１：現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然豊か

〇“島”であるということ（島外の人からすると非日

常感が味わえる）

〇山・海の幸が豊かに獲れる

〇土地の安価さ 〇食べものがおいしい

〇歴史的に貴重な建造物

〇仕事がない

〇若者が利用する場が減っている

〇交通手段が少ない 〇大学があまりない

〇少子高齢化 〇バス代が高い

〇都市部から離れている

〇目玉となるものがない 〇お金がない

洲本市
〇島内中心都市 〇観光地（城跡、温泉…）

〇イベントの規模が大きい（８月島まつりなど）

〇道が狭い 〇農業を盛んに行っていない

〇商店街がシャッター街化

テーマ２：未来の洲本市について

仕事系 施設系 交通機関系 取り組み

〇家賃を安くする

〇若者を増やす

〇社会保障の充実

〇賃金を上げる

〇仕事

〇働き口がある

〇教育にお金をつぎ

込む

〇子どもにやさしい

〇新しい住宅街

〇オリンピック新種目など他ではできな

いスポーツの練習施設を建てる

〇娯楽施設

〇市の公共施設（相談室等）を５時以降も

開けてほしい

〇レジャー施設

〇生活に困らないほどの設備・店がある

〇ドラクエセンター

〇道路の整備

〇夜道でも安心

〇歩道橋

〇広い道路

〇犯罪率の低下

〇バスの本数

〇交通手段

〇ドラクエもっ

とアピール！

〇市・島の宣伝

〇ゴミを

減らす

〇地産地

消

テーマ３：これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

一度来れば魅力

に気づく洲本市

うまい、安い・近

い

ドラクエを生ん

だ町

ドラクエの

生みの親の

生みの町

すみたい

ものだ

とわに

今行きたい 洲

本市

大学進学率けっ

こう高いんやで

忘れ去られた地 この機会に洲本

市って覚えて下

さい。

「いなかだ」と同

情するなら金を

くれ！！

子午線 °通っ

てるよ

ちょうどいい感

じの都会

“なんもない”け

ど、“なんかいい”

「スモトシ 」

のレベルを上げ

るのはキミだ

冒険の旅もレコ

ード大賞もベス

トセラーもみん

な生まれた

いなかなんだも

の

すもと

えっ洲本市知ら

へんの？

緑しかない

だがそれがよい

スモト

オタクが多い！ 都市なのに海も

山もある

すばらしい。

食料自給率 ％

実現可能な島

日本地図にも忘

れ去られている

島

淡路島

日本、いや世界の

はじまりの島

兵庫県民からも

忘れられている

かわいそうな島

住みたい町

（ 年個人調

べ）

下手なトコが

愛おしい

 

〇「なんもない」けど「なんかいい」いなかなんだもの すもと 
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学校名：柳学園中学校・高等学校  チーム名：チーム柳学園 

テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然が豊か

〇食べ物がおいしい

〇つながりが深い

〇歴史がたくさんある

〇自転車・マラソンコースに最適

〇食料自給率が ％以上

〇人口減少

〇交通の便が悪い

〇活気が少ない

〇働く場所が少ない

〇娯楽施設が少ない

〇地名度が低い

洲本市

〇魅力が多い（例：花火）

〇発展している

〇高校が多い

〇のどか

〇観光地が少ない（他の市にとられている）

〇特産物が少ない（他の市は多い）

〇人口減少（例：学童保育が少ない

教育機関が少ない（学校統合））

〇マスコットキャラクターがいない

〇魅力を発信していない

テーマ２未来の洲本市について

観光地 仕事 施設 食 その他 人

人口増加に

向けて変え

たいもの

交通

〇観光地

〇観光スポ

ット

〇働く場所

〇職場

〇会社

〇職業

〇娯楽施設

〇スポーツ

ジム

〇ショッピ

ングモー

ル

〇店

〇食

〇特産物

〇発信

〇イベント

〇マスコッ

トキャラ

クター

〇人口

〇人

〇子ども

〇地域どう

しのつな

がり

〇子育て環

境

〇教育機関

〇

〇バスの便

数

〇交通手段

〇交通料金

減

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

未来 冒険 情熱 変幻自在 無色 笑顔

活気 なるが島 花火 洲本域 ため池 海

進化

 

〇Challenge！Change！Chance！ 洲本！ 

〇変幻自在 洲本シティー 
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学校名：洲本高等学校  チーム名：Be Prepared～さぁ来い、準備はできている～ 

テーマ１：現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇自然豊か

〇“島”であるということ（島外の人からすると非日

常感が味わえる）

〇山・海の幸が豊かに獲れる

〇土地の安価さ 〇食べものがおいしい

〇歴史的に貴重な建造物

〇仕事がない

〇若者が利用する場が減っている

〇交通手段が少ない 〇大学があまりない

〇少子高齢化 〇バス代が高い

〇都市部から離れている

〇目玉となるものがない 〇お金がない

洲本市
〇島内中心都市 〇観光地（城跡、温泉…）

〇イベントの規模が大きい（８月島まつりなど）

〇道が狭い 〇農業を盛んに行っていない

〇商店街がシャッター街化

テーマ２：未来の洲本市について

仕事系 施設系 交通機関系 取り組み

〇家賃を安くする

〇若者を増やす

〇社会保障の充実

〇賃金を上げる

〇仕事

〇働き口がある

〇教育にお金をつぎ

込む

〇子どもにやさしい

〇新しい住宅街

〇オリンピック新種目など他ではできな

いスポーツの練習施設を建てる

〇娯楽施設

〇市の公共施設（相談室等）を５時以降も

開けてほしい

〇レジャー施設

〇生活に困らないほどの設備・店がある

〇ドラクエセンター

〇道路の整備

〇夜道でも安心

〇歩道橋

〇広い道路

〇犯罪率の低下

〇バスの本数

〇交通手段

〇ドラクエもっ

とアピール！

〇市・島の宣伝

〇ゴミを

減らす

〇地産地

消

テーマ３：これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

一度来れば魅力

に気づく洲本市

うまい、安い・近

い

ドラクエを生ん

だ町

ドラクエの

生みの親の

生みの町

すみたい

ものだ

とわに

今行きたい 洲

本市

大学進学率けっ

こう高いんやで

忘れ去られた地 この機会に洲本

市って覚えて下

さい。

「いなかだ」と同

情するなら金を

くれ！！

子午線 °通っ

てるよ

ちょうどいい感

じの都会

“なんもない”け

ど、“なんかいい”

「スモトシ 」

のレベルを上げ

るのはキミだ

冒険の旅もレコ

ード大賞もベス

トセラーもみん

な生まれた

いなかなんだも

の

すもと

えっ洲本市知ら

へんの？

緑しかない

だがそれがよい

スモト

オタクが多い！ 都市なのに海も

山もある

すばらしい。

食料自給率 ％

実現可能な島

日本地図にも忘

れ去られている

島

淡路島

日本、いや世界の

はじまりの島

兵庫県民からも

忘れられている

かわいそうな島

住みたい町

（ 年個人調

べ）

下手なトコが

愛おしい

 

〇「なんもない」けど「なんかいい」いなかなんだもの すもと 
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２．新洲本市総合計画の策定経緯

 
 洲本市総合基本計画審議会 庁内ワーキング その他 

平成 29 年 12 月 

第１回洲本市総合基本計画審議会［22 日］ 
○洲本市総合計画について（諮問） 
○「総合（基本）計画」の概要について 
○洲本市総合基本計画審議会の運営について 
○「（仮称）新洲本市総合計画」の策定に関する

各種データについて 
①「洲本市総合戦略」策定時に実施したアン

ケート調査の結果から見た市民の評価と意

向について 
②洲本市の現在と未来について考えた中学

生・高校生のワークショップについて 
③後期基本計画（直近５年間）の振り返りに

ついて 
○全体スケジュールについて 

洲本市の現在と未来について考える

ワークショップ［17 日］ 
○現在の洲本市について 
○未来の洲本市について 
○これからの洲本市をアピールする

キャッチフレーズについて 

平成 30 年１月 

第２回洲本市総合基本計画審議会［31 日］ 
○第１回洲本市総合基本計画審議会の振り返り

について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るとりまとめ

作業について 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルの見直しについて 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

について 
○「新洲本市総合計画（素案：序論・基本構想）」

に対する委員からのご意見・ご提案について 

 

平成 30 年３月 

第３回洲本市総合基本計画審議会［９日］ 
○第２回洲本市総合基本計画審議会会議録につ

いて 
○「新洲本市総合計画」の策定に係るスケジュー

ルについて 
○「新洲本市総合計画」の構想（素案）について 

 

平成 30 年４月 

パブリックコメントの実施 
［3 月 30 日～4 月 16 日］  

第４回洲本市総合計画審議会［25 日］ 
〇ブリックコメントの実施結果について 
○新洲本市総合計画について（答申） 

 

平成 30 年５月  

平成 30 年第３回臨時会 
新洲本市総合計画特別委員会 
○序論・基本構想［15 日］ 
○基本計画 第 1 章～第 3章［17日］ 
○基本計画 第 4 章～第 6章［22日］ 
○総括［24 日］ 
○議案第 47 号 新洲本市総合計画

について  議決［28 日］ 
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学校名：洲本実業高等学校  チーム名：誠実なる A明るく T楽しく G元気よく 
 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇食べ物が美味しい

〇自然がいっぱい！

〇作物を育てやすい

〇水産業・農林業（農作業）に力を入れられる

〇道がせまい

〇交通手段に困る

〇なんでもありそうで、実はない

〇外灯が無い

〇アクセスが大変

洲本市

〇比較的人が集まりやすい

〇洲本城

〇治安がいい

〇遊ぶところが限られている

〇これといって有名なところはない

〇集まるところが限られている

〇商店街がさびしい

〇飽きた（行く所が無さすぎて）

テーマ２未来の洲本市について

もっと増やしたいもの 減らす必要があるもの 今はないけど必要なもの 変えていきたいこと

〇ショッピングモール

〇おしゃれな飲食店

〇居酒屋

〇外灯

〇交通手段

〇雑貨屋さん

〇衣料品店

〇ベンチ

〇スーパーマーケット

〇コーヒーチェーン店

〇観光地

〇飲食店

〇田んぼ

〇ため池

〇船

〇大型病院

〇総合ディスカウントスト

ア

〇大型のショッピングモー

ル

〇電車

〇ファミリーレストラン

〇待機児童を減らすための

保育園を増やす

〇交通機関値下げ

〇道路を広くする

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

島人 気合い 勇気 迷ったときは淡

路島

愛 信愛

便利さ 希望 若人 出逢い 帰りたい 笑顔の輪

元気な 未知との遭遇 素敵 夢 活気 子ども心

きれいな海 少年の心 人 たまねぎ 気軽さ 自然

憧れ 素朴な レタス 若さ

 

〇愛と笑顔が溢れる玉ねぎ島 

〇素敵な島人と出逢える洲本 
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８．パブリックコメントの募集結果

 
1．募集期間： 平成 30 年 3月 30 日（金）から 4月 16 日（月）まで 
2．対 象 者 ：・市内に在住・在勤・在学の方 

      ・市内に事務所又は事業所を持つ方 
      ・当該新洲本市総合計画に利害関係を持つ方 

3．提出件数：24 件 （3 人・1 団体） 
4．ご意見等の取扱い 
  A：加筆修正（計画に反映させるご意見） ・・・ 2 件 
  B：記載済（計画案に趣旨や考え方が既に記載されているご意見） ・・・ 5 件 
  C：参考等（策定にあたり参考とさせていただくご意見） ・・・ 12 件 
  D：回答（質問等に答えるもの） ・・・ 5件 
  E：その他（ご意見） ・・・ 1 件 
 
番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

頁

「基本計画」全

般

頁から「基本計画」が

始まっているが、「章」「節」

を見ると、最後に「関連個別

計画」の記載があるものと

ないものがある。「関連個別

計画」の記載がないもの

は、特段、計画がないという

ことになるのか？

頁の末尾に、平成 年

月に策定した「第 期洲本市特定

健康診査等実施計画」を加筆しま

す。

頁

第 節 調和の

とれた土地利用

の促進

現状において

人口減少や少

子高齢化は、市

街地の空洞化

や耕作放棄地

の増加など、土

地利用の活力

を減退させます

が、これらに有

効に対処するの

は困難な課題と

なっています。

（意見） 頁 に土地利

用の基本的な方向性を示し

ております。困難な課題は

分かりますが、主要施策に

おいて、もう少し明確な方向

性を示すべきでは。

新洲本市総合計画において、

基本的な方向性をお示しすること

で、土地利用の具体の計画となる

国土利用計画や都市計画マスタ

ープラン等の各種計画に位置付

け、方向性をお示しすることとさせ

ていただきます。ご意見は参考と

させていただきます。

頁

第 節 にぎわ

いのある中心市

街地整備と景観

形成

（意見） 頁 に土地利

用の基本的な方向性を示さ

れ、そこでは本市のみなら

ず淡路島の中核として一層

地域別人口総数はほとんどの

地域において減少していますが、

中心市街地では、さらに人口比率

も減少し続けています。つまり、他
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学校名：洲本実業高等学校  チーム名：誠実なる A明るく T楽しく G元気よく 
 
テーマ１現在の洲本市について

良いところ 悪いところ

淡路島

〇食べ物が美味しい

〇自然がいっぱい！

〇作物を育てやすい

〇水産業・農林業（農作業）に力を入れられる

〇道がせまい

〇交通手段に困る

〇なんでもありそうで、実はない

〇外灯が無い

〇アクセスが大変

洲本市

〇比較的人が集まりやすい

〇洲本城

〇治安がいい

〇遊ぶところが限られている

〇これといって有名なところはない

〇集まるところが限られている

〇商店街がさびしい

〇飽きた（行く所が無さすぎて）

テーマ２未来の洲本市について

もっと増やしたいもの 減らす必要があるもの 今はないけど必要なもの 変えていきたいこと

〇ショッピングモール

〇おしゃれな飲食店

〇居酒屋

〇外灯

〇交通手段

〇雑貨屋さん

〇衣料品店

〇ベンチ

〇スーパーマーケット

〇コーヒーチェーン店

〇観光地

〇飲食店

〇田んぼ

〇ため池

〇船

〇大型病院

〇総合ディスカウントスト

ア

〇大型のショッピングモー

ル

〇電車

〇ファミリーレストラン

〇待機児童を減らすための

保育園を増やす

〇交通機関値下げ

〇道路を広くする

テーマ３これからの洲本市をアピールするキャッチフレーズについて

島人 気合い 勇気 迷ったときは淡

路島

愛 信愛

便利さ 希望 若人 出逢い 帰りたい 笑顔の輪

元気な 未知との遭遇 素敵 夢 活気 子ども心

きれいな海 少年の心 人 たまねぎ 気軽さ 自然

憧れ 素朴な レタス 若さ

 

〇愛と笑顔が溢れる玉ねぎ島 

〇素敵な島人と出逢える洲本 
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８．パブリックコメントの募集結果

 
1．募集期間： 平成 30 年 3月 30 日（金）から 4月 16 日（月）まで 
2．対 象 者 ：・市内に在住・在勤・在学の方 

      ・市内に事務所又は事業所を持つ方 
      ・当該新洲本市総合計画に利害関係を持つ方 

3．提出件数：24 件 （3 人・1 団体） 
4．ご意見等の取扱い 
  A：加筆修正（計画に反映させるご意見） ・・・ 2 件 
  B：記載済（計画案に趣旨や考え方が既に記載されているご意見） ・・・ 5 件 
  C：参考等（策定にあたり参考とさせていただくご意見） ・・・ 12 件 
  D：回答（質問等に答えるもの） ・・・ 5件 
  E：その他（ご意見） ・・・ 1 件 
 
番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

頁

「基本計画」全

般

頁から「基本計画」が

始まっているが、「章」「節」

を見ると、最後に「関連個別

計画」の記載があるものと

ないものがある。「関連個別

計画」の記載がないもの

は、特段、計画がないという

ことになるのか？

頁の末尾に、平成 年

月に策定した「第 期洲本市特定

健康診査等実施計画」を加筆しま

す。

頁

第 節 調和の

とれた土地利用

の促進

現状において

人口減少や少

子高齢化は、市

街地の空洞化

や耕作放棄地

の増加など、土

地利用の活力

を減退させます

が、これらに有

効に対処するの

は困難な課題と

なっています。

（意見） 頁 に土地利

用の基本的な方向性を示し

ております。困難な課題は

分かりますが、主要施策に

おいて、もう少し明確な方向

性を示すべきでは。

新洲本市総合計画において、

基本的な方向性をお示しすること

で、土地利用の具体の計画となる

国土利用計画や都市計画マスタ

ープラン等の各種計画に位置付

け、方向性をお示しすることとさせ

ていただきます。ご意見は参考と

させていただきます。

頁

第 節 にぎわ

いのある中心市

街地整備と景観

形成

（意見） 頁 に土地利

用の基本的な方向性を示さ

れ、そこでは本市のみなら

ず淡路島の中核として一層

地域別人口総数はほとんどの

地域において減少していますが、

中心市街地では、さらに人口比率

も減少し続けています。つまり、他
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

施策方針

高齢化する地

域住民の日々

の暮らしを支え

るため、すべて

の人が快適に

過ごすことがで

きるまちなか居

住を推進しま

す。

主要施策

（１）中心市街地

として、さらなる

拠点機能の充

実を図ります。

の機能強化、再整備を図

る、とあり、そして施策方針

において、高齢化する地域

住民の日々の暮らしを支え

るため、すべての人が快適

に過ごすことができるまちな

か居住を推進します。とあり

ますが、これは市街地に地

域の人を集めるという事な

のか、そして目標指標にお

いて、中心市街地の人口の

割合を更に増加させる指標

を示しているが、これでは

過疎地はさらに過疎化が進

み、地域間の格差がさらに

広がるのではないのか。

地域よりも高い率で減少が進んで

います。指標は中心市街地の人

口の割合をさらに増加させるとい

うよりも、現状の比率を維持する

意味合いとなっています。ご意見

は参考とさせていただきます。

頁

潮橋の南北交

差点（道路・交

通網の整備）

この交差点は時にはモラ

ルがない恥しい
Ｄ

前方に車が渋滞しているのに

交差点内へ進入する車が見受け

られることを言われているものと

思われます。道路は整備済であ

り、あくまでも運転者のマナーの

問題と考えます。

頁

県道洲本五色

線

五色線、下加茂「たつみ

ばし」の改修は予定されて

いるのか。

管理者の兵庫県洲本土木事務

所に問い合わせました。現在のと

ころ、改修の計画はないとのこと

です。

頁

県道洲本五色

線と市道宇山加

茂線の交差点

付近

（道路・交通網

の整備）

私も安全安心ネット下加

茂グループで活動していま

す。左図の交差点で現在ま

で児童学生と自動車の接

触事故が数件発生していま

す。原因は常に交差点内に

車が止まっており、前方の

信号の変化で急に動きだ

し、事故が発生します。進

入しないよう対策を。

Ｄ

県道上で信号待ちしている車

が市道との交差点部分に停車し

ていることを言われているところ

ですが、交差点部分を塞がないよ

う停車するのが運転者のマナーと

考えます。

また、この路線の渋滞対策とし

て、３月末に上加茂バイパスが供

用開始しています。

頁

県道洲本五色

線（上加茂バイ

パス）と市道加

茂上道線との交

差点付近（道

路・交通網の整

備）

最近開通した道路です。

旧道路の通行が一時止ま

る。

Ｄ

県道上で信号待ちしている車

が市道との交差点部分に停車し

ていることを言われているところ

ですが、交差点部分を塞がないよ

う停車するのが運転者のマナーと

考えます。

第３節 道路・

交通網の整備

道路・交通網の整備にお

いて、主要施策
Ｃ

市道以外の道路については、

里道のほか私道もあり、底地の
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

頁

頁

公共交通にお

いては、公共交

通空白地帯に

一部コミュニティ

バスを運行して

いるところです

が、さらなる解

消・減少、及び

市民ニーズに合

致し、利便性の

高い交通手段

の検討が求めら

れています。

（２）生活道路の整備につい

ては、市道は言うに及ば

ず、路地などの整備も遅滞

なく計画的に進めること。

権利関係、過去の経緯、利用状

況を調査の上、市で対応すべき

場合は、予算の範囲内で危険か

つ緊急な箇所から対応を行って

いる中で、貴重な意見ではありま

すが、明記は適切ではないと考え

ます。

（５）公共交通の利便性向

上

高齢化とともに過疎化が急

速に進む中で、公共交通の

ない地域ではすでに日常生

活に不可欠な買い物、ある

いは通院等に不便をきたし

ている早急な対策を求め

る。

Ｃ

路線バス、コミュニティバス等

の公共交通の他、各種福祉サー

ビスなどの役割分担を明確にす

るとともに、それらを組み合わせ、

市民の移動ニーズに合致するよ

うな施策の展開が必要となりま

す。ご意見は今後の参考とさせて

いただきます。

頁

第 節 住宅・

宅地の整備

主要施策

（１）安全・安心な住まいづく

り

土砂災害特別警戒区域の

対策とあわせて、災害危険

区域などの山裾に隣接した

住宅地における、樹木の伐

採等災害防止策が必要。

（４）地域にあった「住」の促

進

老朽危険空き家除去支援

事業の実施に関して、除去

後の適切な管理とあわせて

有効な利用策を検討するこ

とが必要。

災害危険区域は、人命を守る

観点から一定の堅固な構造を有

する建物以外の住宅建設は禁止

するものとして指定されていま

す。一方、がけ地の樹木の伐採

について規制はありませんが、が

け下は大雨時などは危険が及ぶ

可能性がありますので、土砂災害

特別区域同様、土地利用の安

全・安心の啓発に努めます。

老朽危険空き家除去後の適切

な管理については、当然そのよう

にあるべきものとして、支援対象

者に求めてまいりますが、有効利

用策については、個人資産である

ため、所有者の考え方が大きく影

響しますが、地域の状況や地域

住民の意向を踏まえながら、検討

してまいります。ご意見は今後の

参考とさせていただきます。

頁

第５節 水質保

全の推進と浸水

安全度の向上

主要施策

（１）公共下水道利用者と合

併処理浄化槽利用者の負

担度合いの整合性を図る。

（理由）公共下水道の利用

者と合併浄化槽の設置者

の使用料の負担割合が大

きく違う。水質保全の立場

から見ても、生活排水の一

洲本市における生活排水処理

率は県下でも著しく低い状況とな

っており、早期の改善が求められ

ています。そのため、まずは合併

処理浄化槽の整備に重点を置い

て支援を行っていく予定です。

～
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

施策方針

高齢化する地

域住民の日々

の暮らしを支え

るため、すべて

の人が快適に

過ごすことがで

きるまちなか居

住を推進しま

す。

主要施策

（１）中心市街地

として、さらなる

拠点機能の充

実を図ります。

の機能強化、再整備を図

る、とあり、そして施策方針

において、高齢化する地域

住民の日々の暮らしを支え

るため、すべての人が快適

に過ごすことができるまちな

か居住を推進します。とあり

ますが、これは市街地に地

域の人を集めるという事な

のか、そして目標指標にお

いて、中心市街地の人口の

割合を更に増加させる指標

を示しているが、これでは

過疎地はさらに過疎化が進

み、地域間の格差がさらに

広がるのではないのか。

地域よりも高い率で減少が進んで

います。指標は中心市街地の人

口の割合をさらに増加させるとい

うよりも、現状の比率を維持する

意味合いとなっています。ご意見

は参考とさせていただきます。

頁

潮橋の南北交

差点（道路・交

通網の整備）

この交差点は時にはモラ

ルがない恥しい
Ｄ

前方に車が渋滞しているのに

交差点内へ進入する車が見受け

られることを言われているものと

思われます。道路は整備済であ

り、あくまでも運転者のマナーの

問題と考えます。

頁

県道洲本五色

線

五色線、下加茂「たつみ

ばし」の改修は予定されて

いるのか。

管理者の兵庫県洲本土木事務

所に問い合わせました。現在のと

ころ、改修の計画はないとのこと

です。

頁

県道洲本五色

線と市道宇山加

茂線の交差点

付近

（道路・交通網

の整備）

私も安全安心ネット下加

茂グループで活動していま

す。左図の交差点で現在ま

で児童学生と自動車の接

触事故が数件発生していま

す。原因は常に交差点内に

車が止まっており、前方の

信号の変化で急に動きだ

し、事故が発生します。進

入しないよう対策を。

Ｄ

県道上で信号待ちしている車

が市道との交差点部分に停車し

ていることを言われているところ

ですが、交差点部分を塞がないよ

う停車するのが運転者のマナーと

考えます。

また、この路線の渋滞対策とし

て、３月末に上加茂バイパスが供

用開始しています。

頁

県道洲本五色

線（上加茂バイ

パス）と市道加

茂上道線との交

差点付近（道

路・交通網の整

備）

最近開通した道路です。

旧道路の通行が一時止ま

る。

Ｄ

県道上で信号待ちしている車

が市道との交差点部分に停車し

ていることを言われているところ

ですが、交差点部分を塞がないよ

う停車するのが運転者のマナーと

考えます。

第３節 道路・

交通網の整備

道路・交通網の整備にお

いて、主要施策
Ｃ

市道以外の道路については、

里道のほか私道もあり、底地の
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

頁

頁

公共交通にお

いては、公共交

通空白地帯に

一部コミュニティ

バスを運行して

いるところです

が、さらなる解

消・減少、及び

市民ニーズに合

致し、利便性の

高い交通手段

の検討が求めら

れています。

（２）生活道路の整備につい

ては、市道は言うに及ば

ず、路地などの整備も遅滞

なく計画的に進めること。

権利関係、過去の経緯、利用状

況を調査の上、市で対応すべき

場合は、予算の範囲内で危険か

つ緊急な箇所から対応を行って

いる中で、貴重な意見ではありま

すが、明記は適切ではないと考え

ます。

（５）公共交通の利便性向

上

高齢化とともに過疎化が急

速に進む中で、公共交通の

ない地域ではすでに日常生

活に不可欠な買い物、ある

いは通院等に不便をきたし

ている早急な対策を求め

る。

Ｃ

路線バス、コミュニティバス等

の公共交通の他、各種福祉サー

ビスなどの役割分担を明確にす

るとともに、それらを組み合わせ、

市民の移動ニーズに合致するよ

うな施策の展開が必要となりま

す。ご意見は今後の参考とさせて

いただきます。

頁

第 節 住宅・

宅地の整備

主要施策

（１）安全・安心な住まいづく

り

土砂災害特別警戒区域の

対策とあわせて、災害危険

区域などの山裾に隣接した

住宅地における、樹木の伐

採等災害防止策が必要。

（４）地域にあった「住」の促

進

老朽危険空き家除去支援

事業の実施に関して、除去

後の適切な管理とあわせて

有効な利用策を検討するこ

とが必要。

災害危険区域は、人命を守る

観点から一定の堅固な構造を有

する建物以外の住宅建設は禁止

するものとして指定されていま

す。一方、がけ地の樹木の伐採

について規制はありませんが、が

け下は大雨時などは危険が及ぶ

可能性がありますので、土砂災害

特別区域同様、土地利用の安

全・安心の啓発に努めます。

老朽危険空き家除去後の適切

な管理については、当然そのよう

にあるべきものとして、支援対象

者に求めてまいりますが、有効利

用策については、個人資産である

ため、所有者の考え方が大きく影

響しますが、地域の状況や地域

住民の意向を踏まえながら、検討

してまいります。ご意見は今後の

参考とさせていただきます。

頁

第５節 水質保

全の推進と浸水

安全度の向上

主要施策

（１）公共下水道利用者と合

併処理浄化槽利用者の負

担度合いの整合性を図る。

（理由）公共下水道の利用

者と合併浄化槽の設置者

の使用料の負担割合が大

きく違う。水質保全の立場

から見ても、生活排水の一

洲本市における生活排水処理

率は県下でも著しく低い状況とな

っており、早期の改善が求められ

ています。そのため、まずは合併

処理浄化槽の整備に重点を置い

て支援を行っていく予定です。

～
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

体的な管理が必要と思わ

れる。

頁

第７節 消防・

防災対策の推

進

避難道路の整備の推進

（理由）想定される巨大地震

等、防災対策は極めて重要

な施策であるのは言うまで

もない。地震・津波対策に

おいて最悪の状態を想定

し、ソーラーシステムの照明

装置を装備した避難道路の

整備が必要

ご意見は今後の防災行政施策

の参考とさせていただきます。

（※「洲本市避難経路等整備費補

助金交付要綱」では、照明設備も

対象となっており、この助成制度

が活用されるものと考えていま

す。）

頁

（１）公園の整備

市民に「憩い

の場」を提供す

るとともに、各種

イベント会場と

して、安全で快

適な利用が可

能となるよう適

正な維持管理

に努めます。

市民広場を有効活用す

るためにも、もっと市民が利

活用できるような市民広場

にする必要があるのではな

いか。

Ａ

市の中心部には、カネボウの

赤レンガ建築群を活かした市民

広場があり、これらの建築群は、

国の近代化産業遺産に認定さ

れ、市民の憩いの場となっていま

す。今後、さらに洲本市の認知度

を上げるためにも、これらの建築

群が文化的・歴史的な価値のあ

る遺産であることを、市民を始

め、全国にＰＲしていく必要がある

ことから、この趣旨を文言として盛

り込みます。

頁

また、市民の

ニーズに応じた

まちづくり活動

や市民全体の

特色あるまちづ

くり活動を支援

します。

また、市民主体の地域の

ニーズに応じたまちづくり活

動や、地域での市民生活を

支援するまちづくり活動を

支援します。

（理由）同じ市内において

も、地域によってまちづくり

の取り組みは様々です。市

民主体で取り組むことは基

本ですが、行政がどんな支

援をするのかが問われてい

ると思います。高齢者の移

動手段の確保、買い物・通

院の不便さなど、だれもが

住んでいる地域で安心して

住み続づけられる地域をつ

くることが、これからのまち

づくりの目標ではないか。

市民主体として、地域に丸

投げするのではなく、新しい

地域づくりのプランを提案

する必要性を感じる。

Ｃ

まちづくりの主役は市民であ

り、まずは、市民を主体に考える

ことが必須です。そのため、地域

づくりのプランに関しては、行政だ

けでなく、市民や地域団体と協力

し、協働できればと考えていま

す。ご意見は今後の参考とさせて

いただきます。
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

頁
追加

（３）地域コミュニティ活動へ

の助成

地域で取り組まれている

まちおこし活動や伝統的な

行事などへ財政的な支援を

します。

Ｃ

すでに「洲本市つながり基金助

成事業」など、地域を活性化する

ための補助事業は整備されてお

り、今後は制度の熟度を高めてい

きたいと考えています。ご意見は

今後の参考とさせていただきま

す。

頁

①安全で安心な

暮らしの実現

～地域社会全

体で暮らしを支

える仕組みの構

築、市民が安心

して暮らせる持

続可能な行政

サービスの提供

を維持します。

～地域社会全体で暮らし

を支える仕組みの構築、特

に、同じ市域内において、

地域間格差が生まれ、不便

地域も増大していることか

ら、どの地域に住んでいて

も、安心して暮らせる行政

サービスの提供を維持しま

す。

Ｃ

各地域にはそれぞれの歴史・

伝統・文化があり、他の地域とは

異なる特性・特徴を有していま

す。市としては、各地域の多様性

を活かしながら、地域のニーズを

把握し、まちづくりを進めていくこ

とが大切であると考えています。

ご意見は今後の参考とさせてい

ただきます。

頁

行政ニーズの

変化に、迅速、

的確に対応する

ため、職員の適

材適所な配置

や組織運営の

効率化を進める

とともに、

行政ニーズの変化に、迅

速、的確に対応するため

に、必要な部署には正規職

員を増やし、行政サービス

が低下しないよう努めま

す。

行財政の健全化を推進していく

中で、効率的な行政運営を図り、

行政サービスの維持、向上に努

める必要があると認識しておりま

す。このため、各事業、事務のボ

リュームに応じた適材適所の人員

配置を行う等、適正な定員管理の

もと、合理的な人材確保に努めて

まいりたいと考えています。

頁
追加

（９）適正規模の学校のあり

方について検討

少子化の下で、小・中学

校の児童生徒の人数が減

少している地域も見受けら

れることから、学校の在り方

について市民の意見を学校

教育審議会などに反映させ

ます。

少子化の進行により、児童生

徒が減少し、適正規模・適正配置

など、将来的には学校のあり方を

検討していく必要が生じるであろ

うことは認識しております。幼小中

の適正規模・適正配置について

審議をいただく洲本市学校教育

審議委員会では、保護者代表や

各種団体などの委員で組織され

ており、審議のなかで市民の意見

が反映されるものであると考えて

おります。

再編など、学校のあり方につい

ては、子どもたちにとってどのよう

な教育が理想であるのかという視

点に立ち、地域の実情も踏まえな

がら、保護者の皆様の理解を求

めがら進めることとしています。本



 
 

資料編 24 

番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

体的な管理が必要と思わ

れる。

頁

第７節 消防・

防災対策の推

進

避難道路の整備の推進

（理由）想定される巨大地震

等、防災対策は極めて重要

な施策であるのは言うまで

もない。地震・津波対策に

おいて最悪の状態を想定

し、ソーラーシステムの照明

装置を装備した避難道路の

整備が必要

ご意見は今後の防災行政施策

の参考とさせていただきます。

（※「洲本市避難経路等整備費補

助金交付要綱」では、照明設備も

対象となっており、この助成制度

が活用されるものと考えていま

す。）

頁

（１）公園の整備

市民に「憩い

の場」を提供す

るとともに、各種

イベント会場と

して、安全で快

適な利用が可

能となるよう適

正な維持管理

に努めます。

市民広場を有効活用す

るためにも、もっと市民が利

活用できるような市民広場

にする必要があるのではな

いか。

Ａ

市の中心部には、カネボウの

赤レンガ建築群を活かした市民

広場があり、これらの建築群は、

国の近代化産業遺産に認定さ

れ、市民の憩いの場となっていま

す。今後、さらに洲本市の認知度

を上げるためにも、これらの建築

群が文化的・歴史的な価値のあ

る遺産であることを、市民を始

め、全国にＰＲしていく必要がある

ことから、この趣旨を文言として盛

り込みます。

頁

また、市民の

ニーズに応じた

まちづくり活動

や市民全体の

特色あるまちづ

くり活動を支援

します。

また、市民主体の地域の

ニーズに応じたまちづくり活

動や、地域での市民生活を

支援するまちづくり活動を

支援します。

（理由）同じ市内において

も、地域によってまちづくり

の取り組みは様々です。市

民主体で取り組むことは基

本ですが、行政がどんな支

援をするのかが問われてい

ると思います。高齢者の移

動手段の確保、買い物・通

院の不便さなど、だれもが

住んでいる地域で安心して

住み続づけられる地域をつ

くることが、これからのまち

づくりの目標ではないか。

市民主体として、地域に丸

投げするのではなく、新しい

地域づくりのプランを提案

する必要性を感じる。

Ｃ

まちづくりの主役は市民であ

り、まずは、市民を主体に考える

ことが必須です。そのため、地域

づくりのプランに関しては、行政だ

けでなく、市民や地域団体と協力

し、協働できればと考えていま

す。ご意見は今後の参考とさせて

いただきます。
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

頁
追加

（３）地域コミュニティ活動へ

の助成

地域で取り組まれている

まちおこし活動や伝統的な

行事などへ財政的な支援を

します。

Ｃ

すでに「洲本市つながり基金助

成事業」など、地域を活性化する

ための補助事業は整備されてお

り、今後は制度の熟度を高めてい

きたいと考えています。ご意見は

今後の参考とさせていただきま

す。

頁

①安全で安心な

暮らしの実現

～地域社会全

体で暮らしを支

える仕組みの構

築、市民が安心

して暮らせる持

続可能な行政

サービスの提供

を維持します。

～地域社会全体で暮らし

を支える仕組みの構築、特

に、同じ市域内において、

地域間格差が生まれ、不便

地域も増大していることか

ら、どの地域に住んでいて

も、安心して暮らせる行政

サービスの提供を維持しま

す。

Ｃ

各地域にはそれぞれの歴史・

伝統・文化があり、他の地域とは

異なる特性・特徴を有していま

す。市としては、各地域の多様性

を活かしながら、地域のニーズを

把握し、まちづくりを進めていくこ

とが大切であると考えています。

ご意見は今後の参考とさせてい

ただきます。

頁

行政ニーズの

変化に、迅速、

的確に対応する

ため、職員の適

材適所な配置

や組織運営の

効率化を進める

とともに、

行政ニーズの変化に、迅

速、的確に対応するため

に、必要な部署には正規職

員を増やし、行政サービス

が低下しないよう努めま

す。

行財政の健全化を推進していく

中で、効率的な行政運営を図り、

行政サービスの維持、向上に努

める必要があると認識しておりま

す。このため、各事業、事務のボ

リュームに応じた適材適所の人員

配置を行う等、適正な定員管理の

もと、合理的な人材確保に努めて

まいりたいと考えています。

頁
追加

（９）適正規模の学校のあり

方について検討

少子化の下で、小・中学

校の児童生徒の人数が減

少している地域も見受けら

れることから、学校の在り方

について市民の意見を学校

教育審議会などに反映させ

ます。

少子化の進行により、児童生

徒が減少し、適正規模・適正配置

など、将来的には学校のあり方を

検討していく必要が生じるであろ

うことは認識しております。幼小中

の適正規模・適正配置について

審議をいただく洲本市学校教育

審議委員会では、保護者代表や

各種団体などの委員で組織され

ており、審議のなかで市民の意見

が反映されるものであると考えて

おります。

再編など、学校のあり方につい

ては、子どもたちにとってどのよう

な教育が理想であるのかという視

点に立ち、地域の実情も踏まえな

がら、保護者の皆様の理解を求

めがら進めることとしています。本
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

計画への貴重なご意見として、今

後の参考とさせていただきます。

頁

（２）歴史文化遺

産の保存と活用

貴重な地域資

源である歴史文

化遺産につい

て、これからも

保存・継承をす

るとともに、さら

なる調査を行う

ことで、新たな

文化財指定を

めざします。

また、市民が

誇る文化財とし

て整備を進め、

地域を活性化

するための観光

資源としての活

用も進めます。

パブリックコメント案で

は、「公園・緑地の整備」、

「歴史的文化遺産の保存と

活用」について、主要施策

の取り組みの記載がある。

市の中心部には、カネボ

ウの赤レンガ建築群を活か

した市民広場があり、これら

の赤レンガ建築群は、国の

近代化産業遺産に認定さ

れ、市民の憩いの場となっ

ている。

洲本市の認知度を上げ

るためにも、建築群が歴史

的な価値のある遺産である

ことを、市民を始め、全国に

ＰＲしていく必要がある。

さらに、その建築群を中

心とした市民広場を有効に

活用するためにも、もっと市

民が利活用できるような市

民広場にする必要があるの

ではないか？

市民広場の地域資源を、

より活用できるように、ハー

ド・ソフトの両面にわたっ

て、さまざまな取り組みを展

開していただきたい。

なお、まだ近代化産業遺

産に認定されていないレン

ガ造りの建物の保存・活用

も併せてご検討いただきた

い。

Ｂ

赤レンガの建築群は、本市の

貴重な歴史文化遺産と認識して

おり、それを活用した図書館、ア

ルチザンスクエア、御食国は、雑

誌に掲載されるなど、特に最近

は、全国に広く発信されるように

なっています。

また、これらを「すもとまち歩き

さんぽ」のコースに取り入れるな

ど、広く に努めているところで

す。

一方、旧アルファビア美術館は

現在のところ、市主催のイベント

での活用に留まっていますが、恒

久的な活用方法を見出し、地域

の活性化となる施設にしてまいり

たいと考えています。市民広場を

含め、まだ近代化産業遺産に認

定されていない建築群も含めた

保存・活用については、各関係機

関と連携を図り、さらに取り組みを

進めてまいります。

頁
追加

観光客が、自家用車や

観光バスで訪れた場合、特

に大型バスなどの駐車場の

案内及び整備を行う。

「ご意見」については、具体的

な提案と思われます。これに関す

る考え方として、駐車場の案内

（看板）については、市外からの

観光客に対しては十分とは言え

ない状況かもしれませんので、今

よりも効果的かつ親切な案内が

行えないかを検討する必要はあ

るかもしれません。

ただし、 頁 行の部分は、

「現状」を記載している箇所であ
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

り、もしも、ご意見を追加するなら

ば、 頁の主要施策の（３）受け

入れ体制の整備の段落になるか

と考えます。

ただし、この段落には、「観光

案内機能の向上などの受け入れ

体制の充実を図る・・・」との記述

があり、ご意見に関しては、この

記述に含まれているものと考えて

います。

また、大型バスの駐車場として

は、市街地では市営すいせん苑

駐車場に 台の駐車が可能で

あり、大きなイベントの開催時以

外には、不足する状況にはないと

考えています。

頁
下線部追加

ほ場整備をはじめとする

農業基盤整備は、地域農

業の存続に不可欠であると

考え、農地中間管理機構関

連農地整備事業も推奨しな

がら、引き続き、さらなる推

進を図ります。

『農業基盤整備』とは、ほ場整

備、用排水整備、農道整備、暗渠

排水工、集落排水、集落活性化

施設整備、農村公園整備などの

総称としています。ご意見のあり

ました『農地中間管理機構関連農

地整備事業』は、ほ場整備事業

の中の一つの事業制度の名称で

す。

本市としましては、地域の実情

に応じ、ほ場整備事業の事業制

度を選択すべきと考えており、さ

らに、この項目においては農業基

盤整備全般に対し推進を図ること

を謳っているため、ご意見のあっ

た下線部を追加することは適当で

はないと考えています。

頁
追加

会社等を定年退職して、

農業の後継者となる新規就

農者や、現在の小規模・家

族農業者への支援も行いま

す。

新規就農対策においては、会

社等を定年退職された新規就農

者も基本的には対象となります。

また、小規模・家族農業者に対し

ても、経営所得安定対策等に加

え、集落営農組織の組織化・法人

化への支援を含む担い手育成対

策を実施してまいります。
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

計画への貴重なご意見として、今

後の参考とさせていただきます。

頁

（２）歴史文化遺

産の保存と活用

貴重な地域資

源である歴史文

化遺産につい

て、これからも

保存・継承をす

るとともに、さら

なる調査を行う

ことで、新たな

文化財指定を

めざします。

また、市民が

誇る文化財とし

て整備を進め、

地域を活性化

するための観光

資源としての活

用も進めます。

パブリックコメント案で

は、「公園・緑地の整備」、

「歴史的文化遺産の保存と

活用」について、主要施策

の取り組みの記載がある。

市の中心部には、カネボ

ウの赤レンガ建築群を活か

した市民広場があり、これら

の赤レンガ建築群は、国の

近代化産業遺産に認定さ

れ、市民の憩いの場となっ

ている。

洲本市の認知度を上げ

るためにも、建築群が歴史

的な価値のある遺産である

ことを、市民を始め、全国に

ＰＲしていく必要がある。

さらに、その建築群を中

心とした市民広場を有効に

活用するためにも、もっと市

民が利活用できるような市

民広場にする必要があるの

ではないか？

市民広場の地域資源を、

より活用できるように、ハー

ド・ソフトの両面にわたっ

て、さまざまな取り組みを展

開していただきたい。

なお、まだ近代化産業遺

産に認定されていないレン

ガ造りの建物の保存・活用

も併せてご検討いただきた

い。

Ｂ

赤レンガの建築群は、本市の

貴重な歴史文化遺産と認識して

おり、それを活用した図書館、ア

ルチザンスクエア、御食国は、雑

誌に掲載されるなど、特に最近

は、全国に広く発信されるように

なっています。

また、これらを「すもとまち歩き

さんぽ」のコースに取り入れるな

ど、広く に努めているところで

す。

一方、旧アルファビア美術館は

現在のところ、市主催のイベント

での活用に留まっていますが、恒

久的な活用方法を見出し、地域

の活性化となる施設にしてまいり

たいと考えています。市民広場を

含め、まだ近代化産業遺産に認

定されていない建築群も含めた

保存・活用については、各関係機

関と連携を図り、さらに取り組みを

進めてまいります。

頁
追加

観光客が、自家用車や

観光バスで訪れた場合、特

に大型バスなどの駐車場の

案内及び整備を行う。

「ご意見」については、具体的

な提案と思われます。これに関す

る考え方として、駐車場の案内

（看板）については、市外からの

観光客に対しては十分とは言え

ない状況かもしれませんので、今

よりも効果的かつ親切な案内が

行えないかを検討する必要はあ

るかもしれません。

ただし、 頁 行の部分は、

「現状」を記載している箇所であ
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

り、もしも、ご意見を追加するなら

ば、 頁の主要施策の（３）受け

入れ体制の整備の段落になるか

と考えます。

ただし、この段落には、「観光

案内機能の向上などの受け入れ

体制の充実を図る・・・」との記述

があり、ご意見に関しては、この

記述に含まれているものと考えて

います。

また、大型バスの駐車場として

は、市街地では市営すいせん苑

駐車場に 台の駐車が可能で

あり、大きなイベントの開催時以

外には、不足する状況にはないと

考えています。

頁
下線部追加

ほ場整備をはじめとする

農業基盤整備は、地域農

業の存続に不可欠であると

考え、農地中間管理機構関

連農地整備事業も推奨しな

がら、引き続き、さらなる推

進を図ります。

『農業基盤整備』とは、ほ場整

備、用排水整備、農道整備、暗渠

排水工、集落排水、集落活性化

施設整備、農村公園整備などの

総称としています。ご意見のあり

ました『農地中間管理機構関連農

地整備事業』は、ほ場整備事業

の中の一つの事業制度の名称で

す。

本市としましては、地域の実情

に応じ、ほ場整備事業の事業制

度を選択すべきと考えており、さ

らに、この項目においては農業基

盤整備全般に対し推進を図ること

を謳っているため、ご意見のあっ

た下線部を追加することは適当で

はないと考えています。

頁
追加

会社等を定年退職して、

農業の後継者となる新規就

農者や、現在の小規模・家

族農業者への支援も行いま

す。

新規就農対策においては、会

社等を定年退職された新規就農

者も基本的には対象となります。

また、小規模・家族農業者に対し

ても、経営所得安定対策等に加

え、集落営農組織の組織化・法人

化への支援を含む担い手育成対

策を実施してまいります。
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等

取扱い

区分
ご意見に対する考え方の要旨

頁
追加

家族の経済的負担を考

慮し、安心して生み育てる

環境を作るために、保育料

の無料化をめざします。

（理由）島内の南あわじ市で

は、 ～ 歳児は無料であ

り、淡路市では、 ～ 歳児

で第 子以降は同時保育

関係なく無料、 ～ 歳児で

兄弟が小学生なら 割軽

減となっている。市民から

は、 市横並びの支援体制

を望む声が多い。

Ｃ

本市では、すべての子育て中

の方に対する支援策として、妊娠

前から子育て中の家庭に寄り添

い、出産、子育て期、小学校、中

学校、高等学校等、それぞれの

年齢ごとに切れ目のない子育て

支援を行っております。

なお、経済的な負担を考慮し、

保育料につきましては軽減措置

を行っておりますが、受益者負担

は必要であると考えております。

頁
追加

高齢者・独居老人の生活

援助・支援に有償ボランティ

アの制度を作ります。

（理由）旧中川原中学校

跡を拠点に、「おたがいさま

中川原」では、安い時間給

で有償ボランティアの方が

「困ったときはおたがいさ

ま」の精神で、助け合ってい

ます。

主要施策の「（ ）地域福祉を支

える担い手づくり」の部分に該当

しますが、ボランティアの育成・支

援に関しては、すでに記述してお

りますので、参考意見とさせてい

ただきます。

本市は観光客をと申しま

すが、わたくし時間がゆる

すかぎり朝 ： →先山千

光寺へ登っています。毎日

約 名ほど登っています、

現在ではネットを見て登っ

て来ます。道路も整備され

清掃されています。淡路島

テレビで放映していただき、

人でも多くの人が登って

健康な足をと思います。高

さ ｍ 約 歩 時間

時間 分

Ｅ
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番

号

頁

行
該当箇所 ご意見等
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区分
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りますので、参考意見とさせてい

ただきます。

本市は観光客をと申しま

すが、わたくし時間がゆる

すかぎり朝 ： →先山千

光寺へ登っています。毎日

約 名ほど登っています、

現在ではネットを見て登っ

て来ます。道路も整備され

清掃されています。淡路島

テレビで放映していただき、

人でも多くの人が登って

健康な足をと思います。高

さ ｍ 約 歩 時間

時間 分
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